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参考資料の配付について 

 

このことについて，令和３年度（２０２１年度）に市民および市内事業者を対象

に実施した男女共同参画に関する意識調査の結果をまとめ，このたび調査結果概要

を作成しましたので，参考に配付いたします。 

なお，報告書本編につきましては，函館市ホームページにて公開されています。 

 

 

記 

 

１ 配付資料：函館市男女共同参画に関する市民・事業者意識調査結果概要 

２ 本編ＵＲＬ： https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012800419/ 

 

 

 

 

 

（市民・男女共同参画課） 
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函館市男女共同参画に関する

市民・事業者意識調査結果概要

◆調査対象：市内に所在地のある事業所 300事業所

◆抽出方法：層化無作為抽出(従業員規模別)

◆調査方法：郵送配付，郵送・インターネット回答

◆調査期間：令和3年8月20日～9月10日

◆回 答 率 ：40.0％ （120件）

◆主な調査項目

・ 職員の配置について
・ 育児や介護に関する制度について
・ ハラスメントについて

【事業者意識調査】

【市民意識調査】

◆調査対象：市内に住民登録のある18歳以上の男女2,000人（男女各1,000人）

◆抽出方法：住民基本台帳に基づく層化無作為抽出(男女別＋年代別)

◆調査方法：郵送配付，郵送・インターネット回答

◆調査期間：令和3年8月4日～8月27日

◆回 答 率 ：39.7％ (794件）

◆主な調査項目

・ 男女共同参画全般について
・ 就業について
・ ワーク・ライフ・バランスについて
・ 人権について
・ ハラスメントについて
・ 性的少数者について

《調査の概要》

令和４年４月

この調査結果概要は，第３次函館市男女共同参画基本計画（2018～2027）の

推進にあたり，市民・事業者の男女共同参画に関する意識や現状を把握し，今後

の取り組みの参考とするとともに，本計画の中間年見直しの基礎資料とするため

に行った意識調査報告書の主な内容について紹介したものです。



函館市男女共同参画に関する

市民・事業者意識調査結果概要のまとめ

１ 男女共同参画意識について

男女の地位の平等について，平等になっていると考える人の割合が５割以上
となっているのは，「学校教育」のみであり，「政治の場」，「社会通念・慣
習・しきたり」，「社会全体」においては，男性優遇意識は根強いことがうか
がえる。
引き続き，断続的な啓発に努め，市民が男女平等について，理解を深めると

ともに，家庭・学校・職場・地域社会など，あらゆる場において，男女共同参
画に関する学習機会の充実に取り組むことが重要である。

２ 就業等について

「女性が仕事をもつ」ことについて，肯定意見が５割を超え，女性の仕事継

続に対する意識が男女ともに高まってきているものと考えられる。
女性が働き続けるために必要なこととして，「子育て支援サービスや介護

サービスの充実」，「育児・介護との両立支援制度の充実」の回答が多い。
女性が働きやすい環境を整えるとともに，仕事と家庭の両立を支援するため

の制度の整備と，制度を活用しやすい職場環境づくりなど，引き続き，ワー
ク・ライフ・バランスの推進に向けた様々な施策に取り組むことが必要である。

３ 暴力等について

ＤＶは，女性の約７人に一人が，また，セクシュアル・ハラスメントは，約

５人に一人が被害経験のある現状を踏まえ，引き続き，防止のための啓発を積
極的に行うとともに，学校や家庭，職場における教育の充実を図ることが必要
である。



男女共同参画全般について

市民意識調査

Ｑ

男女の地位はそれぞれ平等になっていると思いますか。（それぞれ○は1つ）
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男は仕事，女は家庭という考えがありますが，あなたはどう思いますか。(○は1つ）Ｑ
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男女共同参画という言葉について，聞いたことがありますか。(それぞれ○は1つ）

『聞いたことがあり，意味も
知っている』と答えた割合は

34.7％ でした。

●平成28年度市調査(29.8％)
と比較すると，4.9ポイント増
加しています。

「社会全体」の分野で『平等に
なっている』と答えた割合は

10.7％ でした。

「学校教育」以外の分野では，
「男性優遇」が「女性優遇」を
大きく上回り，特に「政治の
場」，「社会通念・慣習・しき
たりなど」，「社会全体」では
約７割が「男性優遇」と答えて
います。

●平成28年度市調査における
「社会全体」で『平等になっ
ている』と回答した割合
(11.1％)と比較すると，0.4ポ
イント減少しています。

「男は仕事，女は家庭」という性
別役割分業意識について，

肯定的意見 10.4％
否定的意見 47.0％

●平成28年度市調査と比較する
と，肯定的意見(26.6％)は16.2ポ
イント減少し，否定的意見
(36.2％)は10.8ポイント増加して
います。
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就業について

女性が仕事をもつことについて，あなたはどう思いますか。（○は1つ）

市民意識調査

Ｑ

Ｑ あなたはワーク・ライフ・バランスが実現できていると思いますか。（○は1つ）

女性が働き続けるためには，今後どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで）Ｑ

《上位５つ》

保育施設などの子育て支援サー
ビスや福祉施設などの介護サー
ビスの充実

男性の家事・育児などへの参加

女性が働き続けることへの周囲
の理解・意識改革

職場における育児・介護との両
立支援制度の充実

結婚，出産退職後の再雇用制度
の充実
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結婚を機に仕事をや

め，家事・育児に専
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女性は仕事につ

かない方がよい
その他 無回答
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いえない
無回答

女性が仕事をもつことに
ついて，最も多かったの
は，「結婚や出産にこだ
わらず仕事を続けた方が
よい」で，

53.8％ でした。

●平成28年度市調査では最も多かったのは，｢結婚，出産後は仕事を辞め，育児がひと段落したのち，
再び仕事に就く方がよい｣で42.9％でした。｢結婚や出産にこだわらず，仕事を続けた方がよい｣は，平成
28年度市調査(40.6％)から13.2ポイント増加しています。

ワーク・ライフ・バランスについて

ワーク・ライフ・バラン
スが「実現できている」
「どちらかといえば実現
できている」と答えた割
合は 合わせて

40.4％ でした。

●単純比較は回答区
分が異なるためでき
ませんが，平成28年
度市調査では「実現
できている」と回答
(21.5％)から18.9ポイ
ント増加しています。

最も多かったのは『保育施
設などの子育て支援サービ
スや福祉施設などの介護
サービスの充実』で，

58.8％ でした。

●平成28年度市調査
で最も多かった同回
答(51.0％)から7.8ポ
イント増加していま
す。



市民意識調査

「ワーク・ライフ・バランス」を実現できていない理由は何だと思いますか。（○は３つまで）Ｑ

実現できていない理由と
して最も多かったのは，
『職場に人的な余裕がな
いため』で，

59.8％ でした。

人権について

これまで配偶者等について，下記のような経験をしたことがありますか。（○はいくつでも）

Ｑ

《上位５つ》

DVやデートDVについて，あなたは直接体験したり，身近で見聞きしたことはありますか。（それぞれ○
は１つ）

Ｑ

長時間労働であるため

職場の理解がないため

職場に人的な余裕がないため

「男は仕事，女は家庭」と
いった考え方があるため

その他
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●平成28年度市調査
で最も多かった同回
答(50.6％)から9.2ポ
イント増加していま
す。

DVを『直接経験したこと
がある』割合

女性は 15.2％
男性は 2.3％

女性は，約7人に1人がDV
の被害経験があることにな
ります。

●平成28年度市調査では，『直接経験したことがある』割合は，女性が16.0％，男性が8.3％で，それぞ
れ0.8ポイント，6ポイント減少しています。

配偶者等からの経験で最も
多いのは，
『大声で怒鳴られる』で

13.1％ でした。

●平成28年度市調査
でも最も多かった同
回答(18.5％)から5.4
ポイント減少してい
ます。



行政が市民等へ性的少数者への理解
の促進のための周知啓発を行うこと

性別にかかわりなく利用できる「だ
れでもトイレ」の設置

学校の制服について，スカートかズ
ボンかなどを性別に関わらず，生徒
が選択できるようにすること

パートナーシップ制度の導入

だれもが働きやすい職場環境づくり
の取り組みをすること

0% 20% 40% 60%

32.8 

23.3 

41.9 

45.4 

35.3 

26.3 

27.6 

49.5 

48.3 

39.7 

41.9 

17.5 

31.9 

41.9 

29.7 

全体

女性

男性

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

13.9

2.8

1.0

22.4

4.7

0.7

2.6

0.3

1.5
全体 女性 男性

0% 10% 20% 30%

市民意識調査

性的少数者について

現在，性的少数者の方々にとって，偏見や差別などにより，生活しづらい社会だと思いますか。（○は１
つ）

Ｑ

性的少数者の方々に対する偏見や差別をなくし，性的少数者の方々が生活しやすくなるためにどのような
対策が必要だと思いますか。（○は３つまで）

Ｑ

《上位５つ》

ハラスメントについて

あなたはこれまで，次のハラスメントについて，直接経験したことはありますか。（それぞれ○はひと
つ）

Ｑ

《経験したことがある》
ハラスメントを『直接経験し
たことがある』割合
セクシュアル・ハラスメント

13.9％
マタニティ・ハラスメント

2.8％
パタニティ・ハラスメント

1.0％ でした。

女性の約5人に1人がセクシュ
アル・ハラスメントの被害経
験があることになります。

●平成28年度市調査では，『直接経験したことがある』割合は，セクシュア
ル・ハラスメント(11.3％)から2.6ポイント増，マタニティ・ハラスメント
(2.6％)から0.2ポイント増，パタニティ・ハラスメント(0.1％)から0.9ポイント
増となっています。
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どちらとも
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わからない 無回答

現在，性的少数者にとって。
生活しづらい社会であると｢思
う｣，｢どちらかといえば思う｣
と答えた割合は合わせて

68.8％ でした。

性的少数者の方々が生活し
やすくなるために必要な対
策として，最も多かったの
は『パートナーシップ制度
の導入』で

45.4％ でした。



性別にかかわらず，能力主義的な人事
管理を実施

業務に必要な知識・能力の取得研修は
性別に関係なく実施

女性を積極的に雇用し，女性の少ない
職場・職種に配置

女性の管理職を積極的に増やしている

性差別の相談窓口や，意見・要望を聞
く制度の設置
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ないが今後取り組

む予定

取り組む必要性は

感じているが取り

組んでいない

取り組む

考えはない
無回答

どのような考えに基づき，女性従業員を配置していますか。(○は1つ）

女性従業員が男性従業員と同じ職務を遂行する上での課題や障害についてどのようにお考えですか。（そ
れぞれ○は1つ）

事業者意識調査

Ｑ

Ｑ

職員の配置について

女性従業員が能力を発揮し，働き続けられる職場づくりのために，どのような取り組みをしていますか。
（それぞれ○は１つ）

Ｑ

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)
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70.0 

59.0 

48.0 
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13.1 

28.3 

15.8 

23.0 

19.7 
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0.8 
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性別にかかわりなく，

個人の能力に応じた

人員配置を行っている

性別を意識した

人員配置を行っ

ている

特に決め

ていない
その他 無回答

『性別にかかわりなく，個
人の能力に応じた人員配置
を行っている』と答えた割
合が最も多く，

70.0％ でした。

●平成28年度市調査
で最も多かった同回
答(59.0％)から11ポイ
ント増加しています。

『そう思う』『ややそう
思う』を合わせた割合が
最も多かったのは『家
事・子育て・介護など，
家庭生活を考慮しなけれ
ばならない』で，

78.4％ でした。

●平成28年度市調査
で最も多かった同回
答(82.0％)から，3.6
ポイント減少してい
ます。

最も多かったのは『業務
に必要な知識・能力の取
得研修は性別に関係なく
実施』が

67.5％ でした。

●平成28年度市調査
で最も多かった同回
答(66.4％)から1.1ポ
イント増加していま
す。

家事・子育て・介護など，家庭生活を
考慮しなければならない

時間外労働・深夜労働等をさせにくい

安全面などで配慮しなくてはならない

勤続年数が短いため，必要な知識や経
験を習得する機会が少なく長期的な養
成計画が立てられない

顧客や男性管理職などの理解が得られ
ない

女性自身の職業意識が低い
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56.7 

28.3 

41.7 

10.8 

1.7 

5.0 

21.7 

27.5 

23.3 

8.3 

0.0 

4.2 

12.5 

22.5 

21.7 

26.7 

25.0 

27.5 

4.2 

11.7 

5.8 

29.2 

29.2 

20.8 

1.7 

5.8 

2.5 

21.7 

40.8 

39.2 

3.3 

4.2 

5.0 

3.3 

3.3 

3.3 

そう思う ややそう思う
どちらとも

いえない
あまり思わない

思わ

ない
無回答

家事・子育て・介護など，家庭生活を
考慮しなければならない

時間外労働・深夜労働等をさせにくい

安全面などで配慮しなくてはならない

勤続年数が短いため，必要な知識や経
験を習得する機会が少な長期的な養成
計画が立てられない

顧客や男性管理職などの理解が得られ
ない

女性自身の職業意識が低い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

56.7 

28.3 

41.7 

10.8 

1.7 

5.0 

21.7 

27.5 

23.3 

8.3 
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12.5 
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21.7 

26.7 

25.0 

27.5 

4.2 

11.7 

5.8 

29.2 

29.2 

20.8 

1.7 

5.8 

2.5 

21.7 

40.8 

39.2 

3.3 

4.2 

5.0 

3.3 

3.3 

3.3 

そう思う ややそう思う
どちらとも

いえない
あまり思わない

思わ

ない
無回答



事業者意識調査

〒 040-

8666

平成29年3月発行

育児や介護に関する制度について

育児を行う従業員を支援するために，どのような制度を設けていますか。(それぞれ○は1つ）

家族等の介護を行う従業員を支援するために，どのような制度を設けていますか。(それぞれ○は1つ）

Ｑ

Ｑ

●平成28年度市調査で
最も多かった同回答
(50.8％)から22.5ポイ
ント増加しています。

Ｑ 貴事業所でこれまでに利用した方はいますか。（それぞれ○は１つ）

育児休業制度について就業規則や労働
規約・内規などに明記している

短時間勤務制度

子ども看護休暇制度

出産・育児に対する経費の援助

フレックスタイム制度

事業所内託児制度

有給休暇の時間単位での利用

0% 20% 40% 60% 80% 100%

73.3 

54.2 

46.7 

22.5 

16.7 

8.3 

38.3 

3.3 

4.2 

5.0 

0.8 

5.0 

0.8 
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5.8 

16.7 

12.5 

9.2 

15.8 

3.3 

14.2 

13.3 

20.8 

32.5 

63.3 

58.3 

84.2 

40.0 

4.2 

4.2 

3.3 

4.2 

4.2 

3.3 

3.3 

制度がある 導入予定 検討中 制度はない 無回答

介護休業制度について就業規則や労働
規約・内規などに明記している

短時間勤務制度

フレックスタイム制度

有給休暇の時間単位での利用

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.5 

49.2 

17.5 

36.7 

3.3 

2.5 

3.3 

5.8 

10.8 

16.7 

15.8 

15.0 

20.0 

28.3 

60.0 

39.2 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

制度がある 導入予定 検討中 制度はない 無回答
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9.1 

53.4 

7.7 

52.3 

12.5 
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最も多かったのは『育児
休業制度について就業規
則や労働規約・内規など
に明記している』で

73.3％ でした。

最も多かったのは『介護
休業制度について就業規
則や労働規約・内規など
に明記している』で

62.5％ でした。

●平成28年度市調査で
最も多かった同回答
(41.0％)から21.5ポイン
ト増加しています。

(単位：％) 全ての制度で男性よりも
女性の利用者がいると答
えた割合が高くなってい
ます。
「育児休業制度」を利用
した割合は

女性が 53.4％
男性が 9.1％でした。

●「育児休業制度」を
利用した割合は，平成
28年度市調査では，女
性(56.5％)3.1ポイント
減少しているが，男性
(3.2％)5.9ポイント増加
しています。



休業中の代替要員の確保

休業中の賃金補償

制度を利用しやすい雰囲気

復職時の受け入れ体制づくり

公的機関や民間の保育・介護
サービスの充実

0% 20% 40% 60% 80%

66.7 

42.5 

46.7 

25.0 

24.2 

事業者意識調査

今後，育児休業制度や介護休業制度を定着させるために，大切だと思われるものは何ですか。(○は３つまで）Ｑ

●平成28年度市調査
で最も多かった同回答
(69.7％)から3ポイン
ト減少する一方，「制
度を利用しやすい雰囲
気」は平成28年度市
調査(36.1％)から10.6
ポイント増加していま
す。

Ｑ

ハラスメントについて

ハラスメント防止に向けて，現在取り組みを実施していますか。（それぞれ○は１つ）

ハラスメント防止に向けて，どのような取り組みを実施していますか。（○はいくつでも）Ｑ

函館市東雲町4番13号
函館市市民部市民・男女共同参画課
TEL 0138-21-3470     FAX 0138-23-7173
E-mail danjokyodo@city.hakodate.hokkaido.jp 

〒040-8666 令和４年４月発行

《上位５つ》

セクシュアル・ハラスメント

妊娠・出産・育児休業等に関
するハラスメント

パワーハラスメント

0% 20% 40% 60% 80% 100%

53.3 

50.0 

50.8 

7.5 

9.2 

10.0 

27.5 

28.3 

27.5 

5.8 

6.7 

5.8 

5.8 

5.8 

5.8 

取り組みを実

施している

取り組みを実施

する予定
必要性は感じているが取り

組みは進んでいない

取り組む

考えはない
無回答

セクシュアル・ハラスメント

妊娠・出産・育児休業等に関
するハラスメント

パワーハラスメント

0% 20% 40% 60% 80% 100%

53.3 

50.0 

50.8 

7.5 

9.2 

10.0 

27.5 

28.3 

27.5 

5.8 

6.7 

5.8 

5.8 

5.8 

5.8 

取り組みを実

施している

取り組みを実施

する予定

必要性は感じているが取り

組みは進んでいない

取り組む

考えはない
無回答

全体版は市ＨＰでごらんください。 函館市男女共同参画意識調査 検索

最も多かったのは『休業
中の代替要員の確保』で

66.7％ でした。

半数以上の事業者が，
ハラスメント防止の取
り組みを実施していま
す。

就業規則や内規などでハラスメント防
止の指針を定めている

相談・苦情に対処する窓口を設けてい
る

ハラスメント発生時の対応マニュアル
を定めている

ハラスメント防止に関する社
員教育等を行っている

社内報やパンフレット等を活
用し，意識啓発を図っている

実態把握のための調査を実施
している

68.4 

61.8 

30.3 

40.8 

38.2 

21.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最も多かったのは『就業
規則や内規などでハラス
メント防止の指針を定め
ている』で

68.4％ でした。

●『就業規則や内規な
どでハラスメント防止
の指針を定めている』
と回答した割合は，平
成28年度市調査
(39.4％)から29ポイン
ト増加しています。


